
第１層協議体へ新たに構成員が参画しました！
日常生活圏域ごとの生活支援体制整備事業の取り組みを共有しました

開催内容

・新たに第１層協議体に参画いただいた構成員から事業の紹介をいただき，構成員・推進メン
バーで情報の共有を行い，意見交換を行いました。
・今年度の生活支援体制整備事業における取り組みなどについて，大崎市社会福祉協議会と
地域自治組織のコーディネーターから報告をいただきました。

※第１層：大崎市全域　第２層：日常生活圏域（中学校区単位）

令和６年度第１回第１層協議体推進会議　令和６年６月２８日（金）開催　

新たに構成員に参画した企業

１．社会福祉法人永楽会

各圏域ごとの生活支援体制整備事業について

・公民館事業を行う際，会場までの足の確保が課題となっている。
車がない，運転できない方への対応を考えなければならない。
・民生委員，行政区長，地区公民館などの地域関係者を対象に，
顔の見える関係を構築するため，写真入りのチラシを配布しなが
ら，地域に出向いている（高齢者のつどい，お茶っこ会，百歳体操
など）。
・生活支援体制整備事業について，関係機関・団体でも理解が進
んでいない現状があり，引き続き，チラシや広報を用いて理解いた
だき，活動しやすい環境を整えていきたい。


